
２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
早
い
も
の

で
４
年
が
経
過
し
た
。２
０
３
０
年
ま
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
向
け
て
、
資
金
提
供
と
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
両
面
に
お
い
て
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
投
資
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
大
企

業
を
中
心
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
理
解
が
浸
透
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
、「Society

5.0
for
SD
G
s

」
の
推

進
に
向
け
て
、
よ
り
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
創
出

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
背
景
に
、
企
業
行
動
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
で
は
、
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
）の

開
催
に
あ
わ
せ
て
、
７
月
１０
日
か
ら
１７
日
に
か
け
て
、

米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
た
。
現
地
で
は
Ｈ

Ｌ
Ｐ
Ｆ
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
ほ
か
、
国

連
機
関
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、
経
済
団
体
や
シ
ン
ク

タ
ン
ク
と
い
っ
た
民
間
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
機
関
等
を

訪
問
し
た
。
３
回
目
の
派
遣
と
な
る
今
回
は
、
昨
年

を
上
回
る
２４
の
会
員
企
業
・
団
体
か
ら
約
３０
名
の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
部
門
の
役
員
・
担
当
者
に
参
加

い
た
だ
き
、
各
処
で
大
変
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
でS

o
c
ie
ty
5
.0
fo
r
S
D
G
s

を
発
信

Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
閣

僚
級
の
加
盟
国
政
府
代
表
が
集
ま
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

進
捗
状
況
を
報
告
し
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

取
り
組
み
指
針
を
確
認
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
話
し
合

い
の
場
と
し
て
、
毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

国
連
本
部
内
で
は
閣
僚
級
会
合
の
み
な
ら
ず
、
各
国

政
府
、
経
済
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
よ
る
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ａ（
国
連
経
済
社
会
局
）と
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ（
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界
経
済
人
会
議
）が
共
催

す
る
会
合
に
お
い
て
、Society

5.0
for
SD
G
s

の

実
現
に
向
け
た
経
団
連
の
最
近
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

ま
た
、
日
本
政
府
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
「Japan

N
ight

for
the
SD
G
s

」
で
も
登
壇
の
機
会
を
得
た

の
で
、Society

5.0
for
SD
G
s

を
主
要
テ
ー
マ
に

今
年
３
月
に
経
団
連
が
主
催
し
た
Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ

ト
の
成
果
を
紹
介
し
た
。

関
係
機
関
と
精
力
的
に
意
見
交
換

ま
た
、
各
社
が
よ
り
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
進

め
る
う
え
で
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
官
民
の
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
機
関
と
対
話
を
行
っ
た
結
果
、
多
様
な
視

点
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
課
題
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

と
り
わ
け
、
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
と
の
会
合
で
は
、

マ
フ
ム
ド
・
モ
ヒ
ル
デ
ィ
ン
上
級
副
総
裁
を
は
じ
め

関
係
部
門
幹
部
の
参
加
を
得
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
フ
ァ
ン
ド
、

気
候
変
動
緩
和
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ー

タ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
具
体
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
官
民
連
携
の
可
能
性

を
め
ぐ
り
忌
憚
の
な
い
議
論
を
行
っ
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ（
国
連
開
発
計
画
）と
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ

求
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
加
速

―
―

経
団
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣

二
宮
雅
也

ふ
た
み
や

ま
さ
や

企
業
行
動
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
長
／
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
会
長
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ウ
ム
で
は
、
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
総
裁
か
ら
、

民
間
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
投
資
拡
大
に
資
す
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム
形
成
へ
の
強
い
意
欲
が
表
明
さ
れ
る
と
と
も

に
、
金
融
セ
ク
タ
ー
ハ
ブ
、
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
・

ラ
ボ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
っ
た
具
体
的
な
ツ

ー
ル
活
用
の
提
案
を
受
け
、
率
直
な
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
フ
ァ
イ
ザ
ー
と

の
懇
談
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
社
内
展
開
に
お
け
る
従

業
員
の
理
解
・
参
画
を
得
る
う
え
で
の
工
夫
に
つ
い

て
説
明
を
聞
く
な
ど
、
実
践
的
な
学
び
の
機
会
と
な

っ
た
。

関
係
機
関
と
の
対
話
か
ら
得
ら
れ
た

５
つ
の
示
唆

こ
う
し
た
関
係
機
関
と
の
有
意
義
な
対
話
を
通
じ

て
、
大
き
く
５
つ
の
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

１
つ
目
は
、
継
続
的
対
話
の
効
果
で
あ
る
。
Ｈ
Ｌ

Ｐ
Ｆ
に
３
年
連
続
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
関
係
機
関

の
間
で
経
団
連
のSociety
5.0
for
SD
G
s

に
対
す

る
理
解
が
浸
透
し
た
結
果
、
相
互
理
解
の
も
と
で
よ

り
具
体
的
な
推
進
に
向
け
た
議
論
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

２
つ
目
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
は
、
シ
ス

テ
ム
レ
ベ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き

い
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
経
済
社
会
の
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
変
革
）を
加
速
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
、
国
連
機

関
等
は
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
イ
ン
パ

ク
ト
評
価
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
評
価
手
法

の
開
発
を
め
ぐ
り
複
数
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
動
き

出
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

３
つ
目
と
し
て
は
、
途
上
国
だ
け
で
少
な
く
と
も

年
間
２
・
５
兆
ド
ル
に
上
る
資
金
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
連
機
関
を
中
心
に
民

間
資
金
を
呼
び
込
む
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
を
設
置
す
る

な
ど
、
新
た
な
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
模
索
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

４
つ
目
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
採
択
５
年
目
を
迎
え
る
来

年
は
、次
の
５
年
、１０
年
を
見
据
え
る
た
め
の
節
目
の

年
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
１７
の
目
標
に
関
す
る
マ
ッ

ピ
ン
グ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
２
３
０
の
指
標
レ
ベ
ル
で
具
体
的
な
進
捗
の
開

示
と
評
価
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る

の
は
必
至
だ
。

最
後
は
、
今
後
の
経
団
連
活
動
へ
の
示
唆
で
あ
る
。

日
本
企
業
に
よ
る
取
り
組
み
を
発
信
す
る
際
に
、
影

響
力
の
あ
る
組
織
を
通
じ
た
ア
ピ
ー
ル
も
効
果
的
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
ほ
か
、
経
団
連
に
対
し
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
形
成
や
連
携
拡
大
に
向
け
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
期
待
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ

た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
も
情
報
収
集
・

発
信
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
を
図
る
た
め
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
派
遣
も
含
め
継
続
的
な
対
話

が
必
要
で
あ
る
。

経
団
連
と
し
て
は
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
得
ら
れ
た
知
見
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
実
践
段

階
を
迎
え
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に

資
す
る
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
た
い
。
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